
 

アカアマダイ稚魚を放流！ 
 
 

島根県水産技術センター浅海グルー

プでは県栽培漁業基本計画に基づいて平

成 18 年度からアカアマダイの種苗生産

技術開発に取り組んでいます。アカアマ

ダイの種苗生産にはいくつかの技術的な

課題があり、マダイやヒラメのような大

量生産には至っていませんが、この度昨

年度生産し、全長 8cm まで育てたアカア

マダイ稚魚 3,100 尾を出雲市沖合に放流

しました。昨年度まではアカアマダイ漁

場となっている水深 80m 前後で放流し

ていましたが、今年度は長崎県や京都府

でも実施され、再捕実績のある浅場（水深 20m、底質はアカアマダイ生息域の泥場に近い比較的

粒径の小さい砂）で放流を行いました。この海域の沖合周辺は、京都市市場などでも高い評価を

得ている「小伊津のアマダイ」の漁場です。 
  
 

 放流の概要  

放流した稚魚は平成 23 年 9
月に浅海庁舎で採卵し、約6 ヶ

月間陸上水槽で飼育したもの

（全長8cm、放流尾数3,100尾）

です。種苗には標識として昨年、

一昨年と同じく頭部に着色シリ

コン樹脂（イラストマー）を埋

め込んであり（写真 2）、再捕さ

れた際に外見から放流魚である

ことが分かるようにしてありま

す。 
稚魚は 0.5 トンのタンクに積み込み、2 回に分けて水産技術センターの調査船「やそしま」で

放流地点である出雲市沖まで輸送しました。 

～～出出雲雲市市沖沖でで試試験験放放流流をを実実施施～～  
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写真 1 京都市市場に並んだ小伊津のアマダイ 

写真 2 イラストマー標識の付いた魚（○の赤色の部分が標識） 



放流地点に到着後、水を張った水槽中に入れた放流かごに稚魚を移し、何回かに分けて海底直

上（水深 20ｍ）までゆっくり降ろしたのち、かごのふたを解放し放流しました（写真 3）。 
 

 
 
 

 皆さまへのお願い  

水産技術センターでは右のようなパン

フレットを作成し、再捕報告のお願いを

しております。「イラストマー標識」など

の標識の付いた魚を漁獲された際は、水

産技術センターまで一報いただければ幸

いです。 
皆さまからの報告により放流魚がどの

くらい成長したり、移動したりするかな

ど、生態や放流効果を推定するのに必要

な知見を得ることができ、今後の調査研

究に役立てることができます。どうかよ

ろしくお願いいたします。 
なお、来週（4月 15 日の週）には日本

海区水産研究所宮津庁舎で種苗生産され、

JF しまね平田支所で中間育成されたア

カアマダイ（約 7千尾）も放流される予

定です。 
 
 
 

写真 3 ビニール袋に入れられた稚魚 

写真 3 放流の様子 

右は再捕報告依頼のパンフレット 
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